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【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に お い て 用 い る 難 発 酵 性 糖 質 と は 、 パ ン 酵 母 に よ っ て 容 易 に 発 酵 さ れ ず 、 易 発 酵
性 糖 質 が 発 酵 、 利 用 さ れ 調 製 さ れ た 発 酵 生 地 中 に 難 発 酵 性 糖 質 の ま ま 、 そ の 大 部 分 が 残 存
で き る 糖 質 で あ り 、 砂 糖 以 外 の 各 種 オ リ ゴ 糖 及 び 糖 ア ル コ ー ル が そ れ に 該 当 す る 。 難 発 酵
性 糖 質 と し て の オ リ ゴ 糖 及 び 糖 ア ル コ ー ル の 由 来 は 問 わ な い 。 難 発 酵 性 の オ リ ゴ 糖 と し て
は 、 例 え ば 、 澱 粉 か ら 酵 素 糖 化 法 を 用 い て 得 ら れ る マ ル ト ー ス 、 マ ル ト ト リ オ ー ス 、 マ ル
ト テ ト ラ オ ー ス 、 マ ル ト ペ ン タ オ ー ス 、 マ ル ト ヘ キ サ オ ー ス な ど の マ ル ト オ リ ゴ 糖 、 イ ソ
マ ル ト ー ス 、 イ ソ マ ル ト ト リ オ ー ス 、 パ ノ ー ス な ど の イ ソ マ ル ト オ リ ゴ 糖 、 コ ー ジ ビ オ ー
ス 、 コ ー ジ ト リ オ ー ス な ど の コ ー ジ オ リ ゴ 糖 、 ニ ゲ ラ ン の 分 解 や 澱 粉 か ら 酵 素 糖 化 法 を 用
い て 得 ら れ る ニ ゲ ロ オ リ ゴ 糖 、 乳 糖 、 乳 糖 を 酵 素 変 換 し て 得 ら れ る ガ ラ ク ト オ リ ゴ 糖 、 乳
糖 を 異 性 化 し て 得 ら れ る ラ ク チ ュ ロ ー ス 、 と う も ろ こ し の 芯 な ど に 含 ま れ る ヘ ミ セ ル ロ ー
ス を 分 解 し て 得 ら れ る キ シ ロ オ リ ゴ 糖 、 砂 糖 を 酵 素 変 換 し て 得 ら れ る パ ラ チ ノ ー ス 、 ト レ
ハ ル ロ ー ス 、 グ ル コ ー ス を 原 料 に 酵 素 変 換 し て 得 ら れ る ゲ ン チ オ オ リ ゴ 糖 、 マ ン ナ ン を 分
解 し て 得 ら れ る マ ン ノ オ リ ゴ 糖 、 セ ル ロ ー ス を 分 解 し て 得 ら れ る セ ロ オ リ ゴ 糖 、 多 糖 ラ ミ
ナ リ ン を 分 解 し て 得 ら れ る ラ ミ ナ リ ノ オ リ ゴ 糖 や 、 そ れ ら の 混 合 物 を 含 む 各 種 の 還 元 性 オ
リ ゴ 糖 が 適 宜 採 用 で き る 。 市 販 の 精 製 マ ル ト ー ス 、 マ ル チ ト ー ル 、 マ ル ト オ リ ゴ 糖 水 飴 、
イ ソ マ ル ト オ リ ゴ 糖 水 飴 な ど の オ リ ゴ 糖 製 品 を 使 用 す る こ と も で き る 。 例 え ば 、 株 式 会 社
林 原 商 事 が 販 売 し て い る 、 精 製 マ ル ト ー ス （ （ 株 ） 林 原 商 事 販 売 、 登 録 商 標 『 サ ン マ ル ト
』 ） 、 マ ル ト オ リ ゴ 糖 水 飴 （ （ 株 ） 林 原 商 事 販 売 、 登 録 商 標 『 テ ト ラ ッ プ 』 、 『 ペ ン ト ラ
ッ プ 』 ） や 、 イ ソ マ ル ト オ リ ゴ 糖 水 飴 （ （ 株 ） 林 原 商 事 販 売 、 商 品 名 『 パ ノ ラ ッ プ 』 又 は
商 品 名 『 イ ソ マ ル ト ９ ０ ０ 』 ） を 使 用 す る こ と も 有 利 に 実 施 で き る 。 ま た 、 澱 粉 か ら 酵 素
糖 化 法 な ど の 方 法 で 製 造 さ れ る α ， α － ト レ ハ ロ ー ス 、 ネ オ ト レ ハ ロ ー ス 、 グ ル コ シ ル α



， α － ト レ ハ ロ ー ス 、 マ ル ト シ ル α ， α － ト レ ハ ロ ー ス 、 マ ル ト ト リ オ シ ル α ， α － ト レ
ハ ロ ー ス 、 α － マ ル ト シ ル α － マ ル ト シ ド 、 α － イ ソ マ ル ト シ ル α － マ ル ト シ ド 、 α － マ
ル ト ト リ オ シ ル α － マ ル ト シ ド 、 α － パ ノ シ ル α － マ ル ト シ ド な ど の α ， α － ト レ ハ ロ ー
ス の 糖 質 誘 導 体 、 サ イ ク ロ ｛ → ６ － α － Ｄ － グ ル コ ピ ラ ノ シ ル － （ １ → ３ ） － α － Ｄ －
グ ル コ ピ ラ ノ シ ル － （ １ → ６ ） － α － Ｄ － グ ル コ ピ ラ ノ シ ル － （ １ → ３ ） － α － Ｄ － グ ル
コ ピ ラ ノ シ ル － （ １ の 構 造 を 有 す る 環 状 四 糖 な ど の グ ル コ ー ス の み を 構 成 糖 と す る 非
還 元 性 オ リ ゴ 糖 、 更 に は 、 グ ル コ シ ル 環 状 四 糖 、 ガ ラ ク ト シ ル 環 状 四 糖 な ど の 環 状 四 糖 の
糖 質 誘 導 体 な ど も 有 利 に 利 用 す る こ と が で き る 。 更 に 、 乳 糖 と 砂 糖 を 原 料 に 酵 素 変 換 し て
得 ら れ る 乳 糖 果 糖 オ リ ゴ 糖 （ ラ ク ト ス ク ロ ー ス 、 （ 株 ） 林 原 商 事 販 売 、 登 録 商 標 『 乳 果 オ
リ ゴ 』 ） 、 大 豆 ホ エ ー か ら 分 離 ・ 精 製 し て 得 ら れ る 大 豆 オ リ ゴ 糖 、 ビ ー ト 糖 蜜 か ら 分 離 ・
精 製 し て 得 ら れ る ラ フ ィ ノ ー ス な ど の フ ラ ク ト シ ド 結 合 を 有 す る 非 還 元 性 オ リ ゴ 糖 を 使 用
す る こ と も で き る 。 し か し フ ラ ク ト シ ド 結 合 を 有 す る 非 還 元 性 オ リ ゴ 糖 は 、 フ ラ ク ト シ ド
結 合 部 分 が 加 水 分 解 さ れ 、 発 酵 、 利 用 さ れ 易 い 性 質 を 有 し て お り 、 発 酵 パ ン 中 に 残 存 で き
る 糖 質 量 を 考 慮 す る と 、 そ の 使 用 に 際 し て は や や 多 め に 用 い る 必 要 が あ る 。 ま た 、 上 記 の
オ リ ゴ 糖 の ２ 種 以 上 を 混 合 し て 用 い る こ と も 有 利 に 実 施 で き る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 Ｇ Ｌ Ｃ 分 析 で 分 離 し た 各 糖 質 の 組 成 を も と に 、 糖 質 の 各 重 合 度 ご と に 求 め た Ｈ Ｐ Ｌ Ｃ 分
析 値 例 配 分 し て 試 料 中 の 糖 組 成 と し た 。 パ ン １ 、 ２ 、 ３ 及 び ４ の 可 溶 性 糖 質 糖 組 成 の
分 析 結 果 を 表 ９ に 示 し た 。
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